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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定成長型）」は、2022年３月25日に第21期の決算を行な
いましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2001年10月17日から原則無期限です。 
運 用 方 針 主として投資信託の受益証券に分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主 要 運 用 対 象 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定成長型） 投資信託の受益証券を主要投資対象とします。 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド わが国の公社債および短期金融資産を主要投資対象とします。 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 
米国およびカナダの金融商品取引所上場株式およびＮＡＳＤＡＱ市場で取引されている株式
を主要投資対象とします。 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 欧州主要先進国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式を主要投資対象とします。 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド アジア・環太平洋主要先進国の株式を主要投資対象とします。 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 海外の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定成長型） 
株式への実質投資割合は、信託財産の総額の70％未満とします。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産ヘの投資は行ないません。 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産ヘの投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少
額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 ＜958212＞ 

年金積立 グローバル・ラップ・バランス（安定成長型） 
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第21期（決算日 2022年３月25日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

17期(2018年３月26日) 16,682 100 6.2 41.4 － 56.0 △0.4 0.3 2,480 

18期(2019年３月25日) 16,794 100 1.3 41.2 － 55.3 2.3 0.3 2,543 

19期(2020年３月25日) 15,848 100 △ 5.0 37.8 － 58.6 1.9 0.4 2,494 

20期(2021年３月25日) 18,887 100 19.8 46.0 － 50.8 1.2 0.3 2,998 

21期(2022年３月25日) 19,648 100 4.6 44.6 － 52.4 △0.1 0.3 3,135 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 複数の親投資信託を組み合わせることにより、中長期的な収益を得ることを目的としているため、適切なベンチマークおよび参考指数

はございません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年３月25日 18,887 － 46.0 50.8 1.2 0.3 

３月末 19,061 0.9 45.9 50.6 1.2 0.3 

４月末 19,176 1.5 46.1 51.2 0.4 0.2 

５月末 19,326 2.3 45.7 51.5 0.8 0.2 

６月末 19,485 3.2 45.9 51.1 0.9 0.3 

７月末 19,486 3.2 45.3 51.8 0.5 0.3 

８月末 19,677 4.2 46.0 51.3 0.1 0.3 

９月末 19,707 4.3 45.8 51.1 0.7 0.2 

10月末 20,020 6.0 46.5 51.0 △1.0 0.3 

11月末 19,715 4.4 45.5 51.4 △1.2 0.3 

12月末 20,029 6.0 46.5 50.8 △1.0 0.3 

2022年１月末 19,361 2.5 44.6 52.1 △1.0 0.3 

２月末 19,239 1.9 41.3 55.3 △0.2 0.2 

(期  末)       

2022年３月25日 19,748 4.6 44.6 52.4 △0.1 0.3 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○運用経過 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、マザーファンドを通じて世界各国の株式、債券に国際分散投資を行なうことで、中長期的な

信託財産の成長をめざして運用を行なっております。資産配分および運用アドバイザーの決定は、日興グロー

バルラップの助言をもとに日興アセットマネジメントが行なっております。 

基準価額の騰落率（分配金込み）を各マザーファンドの騰落率に要因分解すると以下の通りです。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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（株式市況） 

国内株式市場では、緊急事態宣言などの経済制限措置を背景に2021年８月まで上値の重い状況が続きまし

たが、９月には新たな経済対策への期待から急上昇した後、中国の不動産開発大手の債務問題を受け大幅に反

落するなど、荒い値動きとなりました。10月に入り、為替市場での円安進行や、岸田政権による積極的な財政

出動への期待を背景にいったん上昇しましたが、11月以降は新型コロナウイルスの新たな変異株「オミクロン

株」の感染拡大が警戒され、不安定な動きを示しました。2022年に入ると、米国における金融政策正常化の前

倒し観測が強まるなか、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて大幅な下落に見舞われましたが、その後期間末

にかけて急反発するなど、乱高下の展開となりました。 

海外株式市場は世界的な金融緩和や財政出動を背景に、2021年８月にかけて概ね上昇基調で推移しました。

９月には、欧米の景気回復ペースの鈍化や、米国の金融当局による量的緩和縮小の2021年内の開始観測、中国

の不動産開発大手の債務問題などの悪材料が重なり一時的に下落しましたが、10月に入ると堅調な企業業績

を背景に再びしっかりした動きを示しました。11月下旬以降は、オミクロン株の出現や、米国金融政策の早期

正常化観測、さらに2022年に入ると、ウクライナ情勢の悪化などを背景に、売りが目立つ展開が続きましたが、

期間末にかけては急速に戻り歩調を辿りました。 

 

（債券市況） 

内外債券市場は、世界景気の回復観測を背景に2021年５月まで上値の重い状況が続いた後、新型コロナウイ

ルスの感染再拡大を受けて債券を買う動きが広がりましたが、８月以降は新型コロナウイルスのワクチン普

及に加え、欧米における物価上昇や金融政策の正常化に向けた動きを背景に下落傾向に転じました。その後、

オミクロン株の感染拡大の影響もあり、債券買いの動きがいったん優勢となりましたが、12月以降は、米国や

英国の金融当局が引き締め姿勢を強めたことから軟調な動きが続きました。2022年２月半ばから３月上旬に

かけてウクライナ情勢の悪化をにらみ相場は反発しましたが、期間末にかけては、欧米の当局による金融引き

締め姿勢が意識されたことで再び売り圧力が強まりました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

  

投資環境 
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（当ファンド） 

各マザーファンドへの投資配分は、「日興グローバルラップ株式会社」による投資助言などを受け、以下の

比率をめどに運用を行ないました。 

当期間は、２回の配分変更を行ないました。期間の初め～2022年２月上旬は、日本株式の配分が若干のマイ

ナス効果となったものの、株式資産全体としては積極的な配分がプラスに寄与しました。2022年２月上旬と３

月上旬の配分変更では株式資産と債券資産ともにマイナス効果となりましたが、期間を通じての当ファンド

の資産配分の効果はプラスとなりました。 

なお、当期間中は、各マザーファンドにおける運用アドバイザーの変更は行ないませんでした。 

 

 
 

（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないました。 

 

 
 

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第21期 

2021年３月26日～ 
2022年３月25日 

当期分配金 100  

(対基準価額比率) 0.506％ 

 当期の収益 100  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 10,065  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、マザーファンド受益証券を通じて分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざします。

また、市況見通しなどに応じて資産配分比率の調整を行なうことによって、収益の拡大を図ります。 

 

（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 258  1.320  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (152)  (0.781)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 94)  (0.484)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.015   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.006   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.016   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.012)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 265   1.357    

期中の平均基準価額は、19,523円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.34％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 8,235 23,093 29,403 90,756 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 1,846 12,877 708 5,520 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド 111,809 158,524 40,193 56,846 
北米株式グローバル・ラップマザーファンド 3,859 18,124 21,650 106,748 
欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 6,526 27,932 5,642 26,958 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 477 4,268 831 7,762 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 10,701 30,163 7,054 19,637 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 

項 目 

当 期 
日本大型株式 

グローバル・ラップ 
マザーファンド 

日本小型株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

北米株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

欧州先進国株式 
グローバル・ラップ 
マザーファンド 

アジア太平洋先進国株式 
グローバル・ラップ 

マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 25,490,366千円 4,584,620千円 20,786,968千円 11,543,266千円 1,865,919千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 27,086,676千円 8,327,164千円 25,362,634千円 15,741,670千円 4,474,275千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.94   0.55   0.81   0.73   0.41   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 155,637 134,469 428,902 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 24,116 25,254 185,626 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 948,144 1,019,761 1,430,011 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 103,495 85,704 465,673 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 54,155 55,040 270,901 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 8,840 8,486 85,399 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 78,249 81,895 234,679 
 

（注） 各親投資信託の2022年３月25日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 7,905,872千口 ・欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 3,503,067千口 

 ・日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 1,100,579千口 ・アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 506,804千口 

 ・日本債券グローバル・ラップマザーファンド 113,262,801千口 ・海外債券グローバル・ラップマザーファンド 3,099,191千口 

 ・北米株式グローバル・ラップマザーファンド 4,698,445千口 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年３月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 428,902 13.5 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 185,626 5.8 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 1,430,011 45.0 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 465,673 14.6 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 270,901 8.5 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 85,399 2.7 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 234,679 7.4 

コール・ローン等、その他 77,803 2.5 

投資信託財産総額 3,178,994 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 北米株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（25,567,675千円）の投資信託財産総額（25,629,515

千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（17,268,433千円）の投資信託財産総額

（17,301,961千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（5,039,512千円）の投資信託財産

総額（5,108,593千円）に対する比率は98.6％です。 

（注） 海外債券グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（8,855,668千円）の投資信託財産総額（9,175,836

千円）に対する比率は96.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=122.07円、1カナダド

ル=97.31円、1メキシコペソ=6.0785円、1ユーロ=134.35円、1イギリスポンド=160.94円、1スイスフラン=131.53円、1スウェーデンク

ローナ=12.99円、1ノルウェークローネ=14.08円、1デンマーククローネ=18.06円、1ポーランドズロチ=28.1482円、1オーストラリアド

ル=91.61円、1ニュージーランドドル=84.91円、1香港ドル=15.60円、1シンガポールドル=89.96円、1マレーシアリンギット=28.9052円、

1イスラエルシュケル=37.9401円、1南アフリカランド=8.41円、1香港・オフショア人民元=19.1304円。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,178,994,770   

 コール・ローン等 57,883,985   

 日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 428,902,950   

 日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 185,626,213   

 日本債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 1,430,011,098   

 北米株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 465,673,357   

 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 270,901,902   

 アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 85,399,914   

 海外債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 234,679,822   

 未収入金 19,915,529   

(B) 負債 43,557,202   

 未払収益分配金 15,958,158   

 未払解約金 7,286,466   

 未払信託報酬 20,245,149   

 未払利息 1   

 その他未払費用 67,428   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,135,437,568   

 元本 1,595,815,803   

 次期繰越損益金 1,539,621,765   

(D) 受益権総口数 1,595,815,803口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,648円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,587,573,226円、期中追加設定元
本額は181,264,642円、期中一部解約元本額は173,022,065円
です。 

（注） １口当たり純資産額は1.9648円です。 
 

○損益の状況 (2021年３月26日～2022年３月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,485   

 支払利息 △        5,485   

(B) 有価証券売買損益 166,876,924   

 売買益 206,367,010   

 売買損 △   39,490,086   

(C) 信託報酬等 △   40,982,341   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 125,889,098   

(E) 前期繰越損益金 563,174,762   

(F) 追加信託差損益金 866,516,063   

 (配当等相当額) (    932,865,129)  

 (売買損益相当額) (△   66,349,066)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,555,579,923   

(H) 収益分配金 △   15,958,158   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,539,621,765   

 追加信託差損益金 866,516,063   

 (配当等相当額) (    933,195,231)  

 (売買損益相当額) (△   66,679,168)  

 分配準備積立金 673,105,702   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一
部を委託するために要した費用のうち、2021年３月26日～2022
年３月25日の期間に当ファンドが負担した費用は10,628,733
円です。 

 
（注）分配金の計算過程（2021年３月26日～2022年３月25日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年３月26日～ 
2022年３月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 28,493,939円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 97,395,159円 

c. 信託約款に定める収益調整金 933,195,231円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 563,174,762円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,622,259,091円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 10,165円 

g. 分配金 15,958,158円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年３月26日から2022年３月25日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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